
 

 

 

 華道部は、小原流の先生を講師としてお招きし、毎週金曜日、和室で活動しています。 

 

「たてるかたち」「かたむけるかたち」と呼ばれる基本から始め、高校生になる頃には師

範科に進み、小原流の特徴である「盛花」や「瓶花」を本格的に学んでいきます。特に希望

する場合には、いわゆる「お免状」や「看板」を取得することもできるシステムです。 

 

 部員は中高合わせて例年 10名前後で、先輩後輩の区別なくお花を楽しんでいます。 

「和気あいあいとした雰囲気ながらも部員一人ひとりが目標を持って華道と向き合って

います。発表会にも精力的に参加し、実力を伸ばしています。」（部長より） 

 洗足祭の時はもちろんですが、校外の発表会で活けた花を校内に展示していることもあ

りますので、お見かけになった時には、ぜひお花の世界をお楽しみください。 

 

 

  

  

 


